
新訂版

新
訂
版



002

住まいは人間にとって最も基本的な生活の場であり、人は一生の多
くの時間をここで過ごしている。したがって、住まいの善し悪しは
心身の健康はもとより、子供の成長発達や家族生活の安定、高齢者
の自立など人間の幸せな生活に深い関わりを持っている。
戦後、相次ぐ技術革新と工業化の中で住まいは確かに便利になっ

た。暖冷房設備の普及によって快適な室内気候も得られるように
なった。雑誌を彩る住まいのインテリアも美しくなった。そして電
子頭脳を組み込んだインテリジェント住宅も話題になってきた。だ
が反面、国民の住まいに対する満足度は低く、現実には良い住まい
を得ていないことも事実である。特に大都市を中心とした住宅問題
や、住宅取得の不公平さなどは早急に社会的解決を図らなければな
らないが、国民1人1人がその基本となる “人間らしい暮らしので
きる住まいの大切さ ”を認識することが重要である。住まいはきわ
めて個人的な存在であると同時に社会的な存在でもあり、また住空
間は人間の生物的な生活要求から、気候風土や歴史、地域社会の生
活文化の総体としても捉える必要がある。そして住まいを自由で創
造的な暮らしの場としてつくり出すには、個々人が住要求を明確に
してそれを住空間に結び付ける作業ができなければならない。この
ような認識に基づいて書かれたのが本書である。
住まいの中で展開する様々な暮らしの行為をスクリーンに写し、

その中から8つのトピックスを取り出した。ここではまず人間理解
を基礎にして、生活と空間の関わりを歴史的に捉えながら今日的課
題を考え、明日の住まいの創造に結び付く設計の手掛かりと資料の
提供を試みた。そして住居学を学ぶ学生や、住まいの設計に関心の
ある人々はもちろん、誰でもが楽しくページを繰れるように図説の
手法で展開した。

1989年3月
著者一同

はじめに
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本書は初版から約20年が経過した。10年目（2000年）に1回目
の改訂を行ったが、さらに10年が経過して今回、全面的に見直し、
時代の変化をふまえて内容について補足、修正する2回目の改訂を
行った。
この20年の間には情報、通信技術のすさまじい発達と急速な普
及があり、インタ－ネットや携帯電話が今や生活の必需品になって
いる。2008年、アメリカに始まる金融恐慌は世界に広がり、日本
の経済も深刻な影響を受けた。仕事を失い、住む場所もなく寒風の
下にさらされる人々が続出した。住まいが人間生活にとっていかに
大切なものであるか、住まいの確保は人権であることを再認識させ
られた。急速に進む少子化、高齢化により、日本はすでに世界一の
高齢社会となっている。宇宙空間に滞在できるほどの科学技術の進
歩にもかかわらず、安全で快適な住まい、高齢者が安心して住み続
けられる環境の整備は進んでいない。温暖化による異常気象、地震
や水害、津波の多発、食料の枯渇や水不足などの環境問題も住まい
を考える上での重要な課題である。
人間が築き上げてきた歴史や文化には、互いに思いやり、助け合
う共同体や、自然と共生する住まいやまちづくりの知恵がある。こ
れらを思い起こしながら人間が健康で幸せに暮らせる住まいと環境
づくりを再考した。
本書の出版にあたり、多くの文献を引用・参考にさせていただい
た。ここに、関係各位に深く謝意を表する次第である。

今回、川崎衿子さんが2007年に他界され、また、浅見雅子さん
は都合により参加されず、執筆者に変更がありました。

2010年12月
林知子

新訂版にあたって
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3 就 寝 様 式

寝 具 の 変 遷a

はじめは、敷物と寝具は未分化
であった

菰
こも

、まこも
菅
すが
、茅

かや
、藁とならんで、筵の材

料の1つであり、次第に敷物
の意味に使われるようになった

筵
むしろ

現在では、藁や、藺
い
で編んだも

のを指すが、当時は薄い敷物
一般をいう。竹筵、 菅

すがむしろ
筵など

があり、宮中や貴族住宅で使う
筵はたいてい裏が付き、布の縁

へり

が付いていた

畳
菰・筵を何枚も重ねて綴じ付け
厚くしたもの

ふすま
衾、被、 などの漢字をあてる。
上に掛ける布のことをいい、材
料により絹ぶすま、麻ぶすま等
がある

褥
しとね

下に敷くもの。うわむしろとも呼
ばれ、絹、栲

たえ
（藤

とう
・麻などの繊

維で織った布）、毛皮などが用
いられた

地面の冷たさや湿気から逃れ、寝
る場所には、木の枝、枯葉、藁

わら

などを敷いた

階級社会が成立すると、力のある
ものは、寝台を用いた。庶民は、
菰
こも
、筵
むしろ
を敷いて寝起きの場所をつ

くり、土間部分と区別した

貴族住宅では高床となり、板敷となった。筵や畳等の敷物
が必需品となり、座具としてまた寝具として用いられた。一
般庶民のほとんどは、菰（薦）、筵あるいは、藁にくるまっ
て寝るのがせいぜいであった

原始時代 古墳時代 古　代

帳台

八重畳

最高位の天皇の寝具

支配階級

一般庶民

ふすま
しとね

ふすま

ふすま
麻

敷皮
わら
枯葉

こも

襖障子ちょうだい ふすま

帷帳
とばりちょう

御床
　み ゆか

浜床
はまゆか

薦、筵
こも　むしろ

縁は身分階級を表わす
繧繝縁　最高位
高麗縁
紫　緑　一般貴族
黄　緑

へり

うんげんべり

褥

畳

畳筵

寝台を用いた

しとねふ
す
ま

日
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A
　

2
　
眠
る

直
ひた

垂
たれ

衾
ぶすま

、宿
とのい

直物
もの

衿、袖の付いた着物型の掛け
布団。真綿を入れた薄いもの

夜
よ

着
ぎ

、掻
かい

巻
まき

直垂衾、宿直物、御
おん
衣
ぞ
と名前

が変わり、木綿わたを入れて暖
かいものになった

天徳寺
貧しい階級では、木綿の代わり
に紙の寝具を用いた

布団
敷く物を、布団というようになっ
た

襖
ふすま

寝具のふすまと建具のふすまが
混同するようになり、ふすまは
建具の襖を指すようになる

布団
関西では敷くものも掛けるものも
同形になったため、上掛けを大
布団、敷くほうを敷き布団といっ
た

木綿の普及は寝具に大変革をもた
らした。中綿や外側の布地も木綿
でつくられ、庶民も暖かい寝具を
手にすることができるようになった

敷き布団と掛け布団の組合せが
一般的になり、シーツ、布団カバー
を用いるようになった。軽く、暖か
く快適な寝具の研究が進んで、
様々な材質、羊毛や羽毛も使わ
れるようになった。また、住宅の
洋風化によりベッドの使用も増加
した

武家の住居では、床に畳が敷き詰められ、建具によって
空間が分割されるようになり、布団が用いられるようになっ
た。農民は依然として土間に藁や筵を敷いて寝た。上に
は昼間来ていた物を脱いで掛けて寝た

近代～現代近　世中　世

関　東

関　西

木綿の出現

夜着、搔巻

敷き布団

布団
かいまき

天徳寺畳

昼間着ていた着物

江戸長屋の
庶民の寝具

敷き布団

大布団
1700 年頃
寝具に大改革をもたらした

　よ　ぎ　　 かいまき

直垂衾・宿直物
ひたたれぶすま　　とのいもの　

御衣
おん　ぞ　

A17 ● 寝具の変遷
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食 事 の 場 の 計 画

●スペース
食事空間に必要なスペースは、共に

食事をする人数や、食卓の寸法、食卓ま
わりに必要な動作のための空き寸法な
どをもとに決める。1人当たりに必要な
食卓の占有幅は、椅子式の場合は、食事
をするときの腕の動きや椅子の幅から
決めるが、隣席との間隔に余裕を見込ん
で60cm以上とすることが望ましい。座
卓の場合も融通性はあるものの、1人当
たりの占有幅は60cm以上とする。車椅
子利用の場合は、占有幅は75cm以上必
要となる。
また、食事空間に食器棚を置く場合は、
あらかじめ、そのスペースを計画しておく。

▲食卓の大きさ・座の配置
普段の家庭での食事は、空間展開型

で供される。すなわち和食も洋食も中華
も、大体の料理を食卓に並べてから食べ
始める。したがって食卓は、ゆったりと
食事ができるやや大きめがよい。大きな
食卓は、来客を交えての食事にも対応で
きるし、食後の家族それぞれのくつろぎ
や団らんの場ともなる。しかし、大き過
ぎても問題が生じることがある。食卓ま
わりのスペースの確保や、部屋の大きさ
とのバランスを考えて、寸法を決めるよ
うにする。
床座での食事には、座卓が用いられ

る。座卓には、ゆったり座ることも詰め
込むこともできる融通性があるが、足を
崩す姿勢がとれるよう、余裕を持った大
きさとする。
座の配置は、一般的には対向型や囲

み型であるが、カウンターの場合は、1
列の直線型やL型などである。

c

B28 ● 寸法計画

座卓まわりのあき

和　食

対向 2人席 対向 4人席 囲み 4人席

囲み 6人席

●席数と必要スペース

●車椅子と食事 ●座席数と座卓寸法

一般の場合
座席数 座卓寸法
6

4

14

750～900×1,800

900×2,250～2,700

900×3,600

ゆったり
した場合
詰め込んだ
場合

4人席丸テーブル

洋　食

●１人分の食卓幅●和食・洋食の 1人分のスペース

●食事に必要なスペース

テーブルまわりのあき

食卓の周囲には椅子を引いて立ち上がることのできる余裕や、
後ろを人が通行したり、配膳するための空間が必要である

400

50～100 50～100

40
0

75
0

75
0 85
0

85
0

75
0

75
0

1,0
00

750 600

60
0

60
0

≧
60
0

80
0～
86
0

60
0

60
0

60
0

70
0

1,600

850≧
2,2
50

≧
2,2
50

600 1,200

≧1,700 ≧2,350

≧
2,3
50

≧
2,3
50

≧
2,8
00

≧3,100
≧2,800

≧1,100

35
0

500

600 600

≧600 400～500 600～1,000 400～500 600～900≧600
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B　
2　

食
べ
る
・
つ
く
る

■食卓の高さ
椅子式か、座式かによって食卓面の
高さは異なる。それぞれ高過ぎても低過
ぎても気持ち良く食事ができない。
椅子式の食卓の高さは、洋食の場合
は、食器を手で持ち上げずナイフ、
フォーク、スプーンを使って料理を口に
運ぶため、高めが食べやすく、和食の場
合は、飯碗、汁椀、小鉢などの食器を手
にとって食べるので、低めが食べやす
い。和食・洋食が混然としている日本の
食卓では68～70cm前後が一般的であ
る。バーカウンターなど、食卓面までが
高い場合は、椅子との差尺を約30cmと
して考えるとよい。

◆食卓の照明
食卓を照らす明かりによって、料理
を美味しく見せたり、くつろいだ雰囲気
を演出することができる。部屋全体を明
るくする照明と、食卓上にもう1つ、局
部照明を設けることで料理が引き立ち、
家族が集う温かな雰囲気が生まれる。
食卓上を照らす光源（電球）の光の色は

白っぽいものより赤みのあるもののほう
が落ち着きを演出しやすく、心を和ませ、
料理を美味しく見せる効果がある。

●収納・情報コーナー
食卓は、手紙を書く、領収書の整理
をする、子供が宿題をするなど食事以外
にも多目的に使われる。食卓近くに、そ
うした書類や家族に共通のこまごまし
た物、例えば薬、電池、懐中電灯、はさ
み、筆記具、メモ用紙などのための収納
があると便利であり食卓周辺も片付く。
さらに、食卓近くにパソコンのある
情報コーナーを設けると、便利であると
共に親子の交流の場となることが期待
される。

B29 ● 食卓の高さ

ハイスツール

300

900

1,000400

200
～400

300
～350

300
～350＞200

300
～400足かけ

（差尺）

バーカウンター 椅子座と床座

床卓

～

B30 ● 座式と椅子の組み合わせ

350
550 720

床高を工夫して視線を同一レベルにする

B31 ● 食事の場の照明器具と空間演出

ペンダント ダウンライト 卓上スタンド

光源が目に入らない
位置まで下げる。
上げ下げできる
器具であると高さを
調節できて便利

天井埋込みの
ダウンライトは、光が
拡散しないタイプの
器具を選ぶと中心感が出る

落ち着いた
ドラマチックな
雰囲気が演出できる

B32 ● 食事の場の情報コーナー

パソコン テレビ

電話
FAX
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着 ると い うこと1
衣服を着るということは、他の動物

には見られない人間固有の行為であり、
そのことによって生存できる地域を拡
大することができた。動物に備わってい
る獣毛や鳥の羽毛はそれ自体が保温性
や水をはじく性質を備えて、個体を保護
しているが、これは限られた環境条件下
でのみ適応できるものである。
人間は動物の皮や植物の繊維を採取

し様々な工夫を凝らして加工し、寒さ暑
さを防ぎ、生活可能な地域を拡大してき
た。また、地域による環境の違いはそれ
ぞれの地に様々な衣服をつくり出した。
さらに衣服は地位や身分を表現する手
段として、あるいは他者との違いを識別
するために、また、裸体の一部を視覚的
に隠すため、あるいはより美しく自己を
見せるための手段としても使われなが
ら、文化として今日に至っている。

C 着 る
進化の過程で体毛を失った人間が、体温の発散を防ぎ身体を保護するために獣皮や植物を加工してまとったことから衣服

が誕生した。一方、熱帯に暮らす人々も、何らかのものを身にまとい飾り付ける習慣を持っていた。したがって着衣には装

飾性や自己顕示性、権威の表明、宗教的な表現など様々な意味があり、社会生活との関わりの中でそれぞれの気候風土や生

活様式を背景に、固有の民族衣装を誕生させた。

日本人の衣服とされてきた和服（きもの）は、比較的温暖な気候と和風の木造住宅、そして畳に座るという起居様式の中で

形成され、広く着用されてきた。和服は、その製作や取扱いが家庭婦人の仕事であり、多くの時間と労力を要することから

も非常に貴重なものとして大切に扱われてきた。明治以降、特に大正期に入ってからその合理性、活動性と洋風化志向から、

起居様式と共に洋服の着用が促された。だが、和風の住まいにはなじまず、外では洋服、家に帰れば和服に着替えるという

二重生活が続いていた。洋服が多くの人々の常衣となるのは第2次世界大戦以降のことである。

今日、私たちは、あふれんばかりの衣服を所有している。街に出れば大量生産によって安価になった衣服を簡単に購入す

ることができ、不要となった衣類は住まいの貴重な空間を占拠する邪魔物となり、消費財として安易に捨てられている。

人間にとって、体を直接覆う衣服は気候調節を行う1次環境であり、住まいはそれを包む2次環境として住まいと衣服の

間には不可分な関係がある。また、衣服の着脱、収納と管理は住まいの中で行われる重要な生活行為であり、この点からも

衣服と住まいの関係を見直し、検討してみる必要がある。

C1 ● 植物の繊維や動物の皮を加工して着る

C2 ● はた織機を工夫して布を紡いだ
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C　
2　

着
る

い ろ い ろ な 衣 服

●気候によって違う衣服
地球上には様々な気候帯が存在して
いる。冬季には－30℃～－40℃になる
極寒の地、シベリアやアラスカに住む
人々は毛皮でつくった衣服を身にまと
い、体温の発散を防いでいる。それに対
してエジプトなど日中は40℃～50℃に
もなる灼熱の砂漠地帯では、全身を白い
衣服で覆い、太陽から皮膚を守り、皮膚
からの乾燥を防いでいる。
赤道直下のブラジルやマレーシアな
ど、年間を通じて高温多湿の熱帯雨林地
帯では、皮膚からの水分蒸発を活発にす
ることで体温が上昇しないよう、なるべ
く裸に近い状態で暮らしている。

▲衣服のまとい方
布による体の覆い方には、民族によっ
て違いがある。1枚の布を裁断せずに体
にまとう、南方熱帯地方系の腰布型（サ
ロン、ドーティ）、長い布を巧みに体全
体に巻き付ける掛け布型（サリー）、布
の真ん中に穴を開け、それをすっぽり被
る貫頭衣型やポンチョ型は世界に広く
分布していた。アジア系の直線裁ち、直
線縫いで構成した前開き型（和服はこれ
に当たる）は人が身にまとうことによっ
て立体的な形となる。体形が異なってい
ても着用でき、分解すれば布として他の
用途に用いることもできた。
これに対して北方寒帯地方系の衣服
とされる洋服は、体形に合わせて立体的
に裁断、縫製する個人専用の衣服で、他
の用途に転用できない。ゆったりと着る
衣服は、体と衣服の間に空気層ができ、
風も通るので涼しいが、襟元、袖口、裾
を狭めてぴったりと着る衣服は寒さを
防ぐのに適している。

a

C3 ● ペルーの 
山岳地帯に暮らす
先住民

C4 ● 雪と氷の中で
暮らすイヌイット

C5 ● 強い日射を避け
全身を布で覆っている
砂漠の民

C7 ● 布のまとい方

C6 ● 裸で暮らす 
赤道直下の 
先住民

ポンチョ ポンチョ ケチケミトル

サロン ドーティ サリー


